
別紙１

平成29年12月26日

協議会名：函館市生活交通協議会

評価対象事業名：利用環境改善促進等事業

①補助対象事業者等 ②事業概要
③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（生活交通確保維持改善計画に基づく事業）

計画通り事業は適切に実施
された。

④事業実施の適切性

Ａ

⑤目標・効果達成状況

なし函館市 制振軌道の整備 Ａ

本事業により工事施工区間
の年間利用者約231万人の
利便性，安全性の向上が図
れた。

前年度実施の制振軌道の整備
事業ではＡ評価であったことか
ら，同様の手法を用いた。



事業実施と生活交通確保維持改善計画との関連について

別紙１－２

評価対象事業名： 利用環境改善促進等事業

地域の交通の目指す姿
（事業実施の目的・必要性）

　函館市は，北海道渡島半島の南東部に位置し，東・南・北の三方を太平洋・津軽海峡に囲まれ，面積は677.95平方
km，人口は約27万人で，人口減少と高齢化率の上昇が続いている。
　そのような中，北海道新幹線開業等により，平成２８年度は来訪者が急増し，それに伴い本市の電車事業の利用者
が増加したものの，長期的には，利用者の減少が続いており，施設の改良にかかる財源確保が課題となっている。
　そのため利用者の減少による厳しい経営状況に対処するための「函館市交通事業経営ビジョン」を策定し，平成29年
度から10カ年に亘る経営の健全化，利用者の利便性向上等の取り組みを実施している。
　函館市では，平成25年3月に内閣総理大臣の認定を受けた「函館市中心市街地活性化基本計画」において，市電沿
線の函館駅前から五稜郭公園前の区間を中心市街地エリアと位置づけ，市民および観光客の回遊増となる施策を打
ち出している。その検証のための目標値の１つとしてエリア内での市電乗降客数の増化を掲げており，まちの賑わいの
ためのツールとして市電を活用することとしているが，公共交通は，日常生活における市民のモビリティ（移動性）を支
えるうえでも重要な都市施設であることから，地域公共交通確保維持改善事業の活用により，施設等の改善改良を図
り電車事業の活性化を推進しているところである。

協議会名： 函館市生活交通協議会

平成29年12月26日



函館市生活交通協議会における地域公共交通確保維持改善事業の概要

○ＬＲＴ整備を実施することで，５８０万人（年間利用者数）の安全性・利
便性・快適性を向上させる。
（主な整備内容）
・超低床電車（バリアフリー車両）の導入
・停留場のバリアフリー化
・軌道の制振化 等

協議会開催状況生活交通確保維持改善計画の目標

①平成29年１月13日 平成28年度第3回函館市
生活交通協議会を開催
（議題）
●地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（平成27年度事業）
など

②平成29年3月21日 平成28年度第4回函館市
生活交通協議会を開催
（議題）
●函館市ＬＲＴ整備計画の変更について
●函館市ＬＲＴ整備計画・平成29年度実施計画について
など平成２８年度事業概要

１

事業実施の目的・必要性

函館市の電車事業は北海道新幹線開業等により，来訪者が急増し，平成28年度は，利用者
が増加したものの，長期的には，利用者の減少が続いており，施設の改良にかかる財源確保が
課題となっている。
そのため利用者の減少による厳しい経営状況に対処するため「函館市交通事業経営ビジョン」
を策定し，平成29年度から10カ年に亘る経営の健全化，利用者の利便性向上等の取り組みを
実施している。
公共交通は，日常生活における市民のモビリティ（移動性）を支えるうえでも重要な都市施設で
あることから，地域公共交通確保維持改善事業の活用により，施設等の改善改良を図り電車事
業の活性化を推進しているところである。

○制振軌道の整備
・市役所前～函館駅前間171mのレールを37kgから50kgNに重軌条化することで軌道強化を図り，合わせてレール側面にゴム
製のパッキン材を装着し，電車走行時の振動・騒音を軽減し，冬期間は圧雪防止できる構造とした。

地域公共交通の現況

・函館市電（停留場数：２６）
・ＪＲ函館線（函館駅，五稜郭駅，桔梗駅）
・道南いさりび鉄道線（五稜郭駅）
・函館バス（市内１１８系統）



平成２８年度事業の実施状況

１）プロセス、創意工夫

・平成17年度：制振軌道の整備 延長71m

・平成18年度：超低床式車両の導入 1編成
・平成19年度：停留場整備 2箇所，制振軌道の整備 延長150m

・平成20年度：停留場整備 2箇所，制振軌道の整備 延長150m

・平成21年度：超低床式車両の導入 1編成，制振軌道の整備 延長155m

・平成22年度：制振軌道の整備 延長200m

・平成23年度：制振軌道の整備 延長400m

・平成24年度：制振軌道の整備 延長400m

・平成25年度：超低床式車両の導入 1編成，制振軌道の整備 延長100m

・平成26年度：駒場町変電所の改築，機器更新（平成27年度まで）
・平成27年度：制振軌道の整備 延長129.350m

２

２）工事施工箇所

①工事箇所図 ②工事箇所詳細図



３

３）利用実績

４）収入実績

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

H27年度収入 85,132,34 79,917,06 69,599,01 84,709,15 94,372,32 80,448,83 77,903,69 67,658,81 76,481,91 75,319,18 76,945,51 80,287,91

H28年度収入 88,954,14 87,646,18 85,302,84 94,105,41 106,256,7 90,265,21 88,168,99 74,996,20 81,400,25 78,909,49 75,102,59 85,757,30
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運賃収入実績比較 （H27年度：948,775,720円 H28年度：1,036,865,390円）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

H27年度乗客数 471,586 442,524 381,872 475,147 521,092 450,401 445,562 377,821 420,553 422,389 425,412 443,148

H28年度乗客数 498,162 485,339 478,627 531,430 596,797 509,075 504,420 419,996 449,004 443,216 417,089 474,554
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輸送実績比較 （H27年度：5,277,507人 H28年度：5,807,709人）



６）目標・効果達成状況

平成28年度事業により工事施工区間の年間利用者約231
万人の利便性，安全性の向上が図れた。

４

７）事業の今後の改善点

なし。

運輸局記載欄

計画どおり事業は適切に実施された。

５）事業実施の適切性

８）地方運輸局及び地方航空局における二次評価結果（案）


